
【議案第106号】

令和3年度　一般会計決算附属資料

農林水産部　主要な施策の成果



○久美浜総合交流販売施設（くみはまSANKAIKAN） ○京丹後市シーサイドクラインガルテン

・京丹後市久美浜総合交流販売施設指定管理委託料 ・需用費

・指定管理者休業協力金（R3.4～5月、R3.8～9月） 消耗品費、燃料代（草刈り機）、電気代、修繕料

・駐車場用地借上料（2,724㎡） ・役務費

・売店エリア空調改修工事設計委託料 郵送料、浄化槽法定検査料、水質検査料、火災保険料

・防火シャッター修繕料 ・委託料

浄化槽等保守点検、施設ごみ運搬

○その他農業関連施設管理経費 施設内清掃・美化、草刈り作業、除雪作業等

・火災保険料 ・土地借上料（3,475㎡）

・除草作業委託料 ・工事請負費（外壁塗装工事：５棟分）

（弥栄都市農村交流実践施設（もんやこ））

・ごみ処理手数料、光熱水費、修繕料等

○「道の駅」連絡会会費

6,201千円

802千円

207千円

1,965千円

147千円

3,080千円

800千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○各農業関連施設の修繕及び設備更新（くみはまSANKAIKANの売店エリ
ア空調改修）に係る工事設計を行うなど、安全で快適な施設管理を図るこ
とができた。
○新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、施設へ休業要請する
など、状況に応じて運営する必要があった。
○シーサイドクラインガルテンについては、都市部からの使用者が滞在す
る宿泊施設及び共有部分の維持管理を実施した。

諸収入 市有建物火災保険料負担金 4千円

繰入金 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症支え合い基金繰入 500千円

市債 農業関連施設整備事業債（合併特例債）

4,415千円

1,386千円

47千円

240千円

29千円

158千円

887千円

379千円

921千円

842千円

4,554千円

使用料 農林水産業活性化推進滞在施設使用料 730千円

農業振興課

1,092千円

使用料 市民農園使用料

10,054千円
課

執行率

事
業

98.6 %

目 02 農業総務費 (参考)当初予算額

項 01

11,090千円 11,247千円 157千円

04

部

427千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　農業関連施設の適切な維持管理を行うことにより、農業振興を図
る。

農林水産部
農業費予

算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

農業関連施設管理運営事業

主
な
財
源

使用料 貸付農家住宅使用料



＜丹後王国「食のみやこ」来園者数＞

○丹後王国「食のみやこ」運営費負担金

○火災保険料（展望台、昆虫館、売店）

○土地借上料（臨時駐車場等：弥栄町鳥取地内）

○丹後王国タワー等解体撤去後の利活用のための測量委託料

※令和2年度に続き、令和３年度も新型コロナウイルス感染症拡大の影響
により減少

28,640千円

平成29年度 398,960人 平成30年度 368,991人

平成27年度 525,566人 平成28年度 474,308人
　丹後王国「食のみやこ」の運営に対して負担金を支出するとともに、関連施
設の維持管理経費を支出した。また、丹後王国タワー等解体撤去整備に向け、
測量を実施した。

162,129人令和元年度 367,912人 令和２年度

最終予算額 不用額

丹後王国｢食のみやこ｣支援事業

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

30,131千円 30,134千円 3千円

99.9 %

目 02 農業総務費 (参考)当初予算額

事
業

05

農業振興課

14,000千円

30,273千円

繰入金

予
算
科
目

款 06 農林水産業費

ふるさと応援基金繰入金

主
な
財
源

本年度決算額

課

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　丹後王国「食のみやこ」の運営を支援し、利用促進を図るととも
に、市有施設の利活用に向け、丹後王国タワー等の解体及び跡地整
備の検討を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○新型コロナウイルス感染症の影響を受ける中、丹後王国「食のみやこ」
の運営を支援することにより、丹後地域の活性化に寄与することができ
た。
○新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、休園、時短営業、多
くのイベント開催の中止等の影響により、入園者数は令和2年度に続いて減
少となった。
○丹後王国タワー等の解体撤去後の跡地活用について、広く意見を聴き、
関係者等と調整していく必要がある。

1,210千円

   集客営業・広報業務費負担分 12,640千円

29千円

252千円

令和３年度

　財団運営人件費等負担分 4,000千円

　施設維持管理費負担分 12,000千円

123,311人内訳 金額



○需用費

・事務消耗品費、公用車燃料代、公用車修繕料

○役務費

・ETCカード発行手数料、公用車保険料等

○委託料

・農業総合地図情報システム保守管理委託料

・航空写真用サーバー移設委託料

○使用料及び賃借料

・有料道路交通料、テレビ受信料、冷房機器借上料

○負担金

・京のふるさと産品価格流通安定協会負担金

・丹後米改良協会負担金

・野菜経営安定対策事業負担金

○その他（旅費、公用車重量税等）

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　農業行政を推進するための業務に必要な経常経費及び各種農業関
連団体への負担金を支出し、農業振興を図る。

129千円

3,028千円

52千円

136千円

51千円

260千円

72千円

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

農業総務一般経費

主
な
財
源

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

4,140千円 4,414千円 274千円

93.7 %

目 02 農業総務費 (参考)当初予算額

事
業

50

課 農業振興課
7,520千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　各種団体と連携し、農業行政の推進を図ることができた。

2,409千円

619千円

41千円

631千円



○パイプハウス整備事業 ○生産・流通改善条件整備事業

　九条ねぎ、コカブ等の丹後地域統一重点推進品目（丹後地域特産物育成協議
会が産地力を強化するため、地域で重点的に推進する品目と対象産地を選定し
ているもの）や実需者との契約に基づく園芸品目の生産に必要なパイプハウス
を整備する農業団体に補助金を交付。

5,055千円

事業内容 補助率 補助率主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　丹後地域統一重点推進品目の推進と市内農業団体の負担軽減を図り、栽
培面積の拡大、生産の省力・低コスト化及び品質向上に貢献することがで
きた。

主
な
財
源

　丹後地域統一重点推進品目の生産拡大を図るため、農業法人等が行う栽培の効
率化に向けた機械導入に対して、補助金を交付した。

(参考)当初予算額

事
業

01
24,801千円

府補 ほんまもん京ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ産地支援事業費補助金（10/10）

課
目

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　京野菜及び丹後地域統一重点推進品目の生産性向上・農産物のさ
らなるブランド化を目的とし、京野菜等の生産を支援する。

執行率
部 農林水産部

農業振興課

15,098千円

100.0 %

03

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

京野菜生産加速化事業

項 01 農業費

15,098千円 15,098千円 0千円農業生産基盤整備支援費

2,369千円

7,743千円

7,743千円

事業費 補助金合計

1,184千円

3,871千円

5,055千円

実施主体

JA京都農業協同組合

菜○野果倶楽部

合計

パイプハウス7棟
（九条ねぎ・コカブ）

パイプハウス1棟
（九条ねぎ）

50%

50%

実施主体

京丹後ぶどう
生産組合

こと京都㈱

事業内容

ぶどう雨よけ棚
灌水資材一式

ねぎ栽培調整機械
（成形機、管理機、

移植機ほか）

合計

10,043千円

45%

45%

10,043千円

1,398千円

8,645千円

補助金合計

19,212千円

事業費

3,107千円

22,319千円



○「京の米」生産イノベーション事業補助金

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額
農林水産部

項 01 農業費

18,540千円 18,540千円 0千円

100.0 %

目 03 農業生産基盤整備支援費 (参考)当初予算額
課

執行率
部

農業振興課
事
業

04 ｢京の米｣生産ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業
17,679千円

主
な
財
源

府補 ｢京の米｣生産ｲﾉﾍﾞｰｼｮﾝ事業補助金（10/10） 18,540千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　特別栽培米等の生産に必要な農業用機械等を導入する農業者で組
織する団体、農業生産法人等を支援し、環境に配慮した商品価値の
高い米づくりを推進する。

予
算
科
目

明田地区農用地
利用改善組合

乾燥機1台
籾摺機1台
石抜機1台

3,350千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　特別栽培米の作付面積の拡大を図るため、生産に必要な農業用機械の導入に
対して補助金を交付。

※補助率のうち50％は、事業実施主体が集落の8割を担う事業主、または、
対象事業がスマート機能付き機械

補助率

18,540千円

事業実施主体 事業内容 事業費 補助金額

50%

40%

㈱田吾作 色彩選別設備1台 13,200千円

京丹後森本
アグリ㈱

合計 41,637千円 18,540千円

1,340千円

50%

40%

田植機1台 5,673千円 2,836千円

　特別栽培米に必要な機械の導入を支援することにより、作業の効率化が
図られ、特別栽培米の作付面積の拡大につながった。

成
果
・
課
題

40%

間人水田耕作組合 乾燥機2台 3,700千円 40% 1,480千円

奥三谷大型農機
協同利用組合

色彩選別機1台 3,174千円 1,269千円

6,600千円

小浜農機組合 コンバイン1台 9,438千円 40% 3,775千円

㈱シーズ金太郎 1,240千円
乾燥機1台
畦塗機1台

3,102千円



　

○スマート農林水産業実装チャレンジ事業

（単位：千円）

※補助率、補助金欄の（）は、市独自の上乗せ分を内数表示

4,200

8,880

事業費 補助率

成
果
・
課
題

　スマート農業用機械の整備により、労働強度の軽減及び労働力不足を解消
し、農作業の効率化と品質・生産性の向上を図ることができた。

（545）

4,706
（266）

2,703
（153）

1,386
（126）

8,795

補助金

目
　
的

8,795千円 8,795千円 0千円

府補 ｽﾏｰﾄ農業実装ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業補助金（1/2・3/10）

農業振興課

8,250千円

目

事
業

05

農林水産部
執行率

部

主
な
財
源

予
算
科
目

款 06 農林水産業費

8,795千円

02

課

100.0 %

(参考)当初予算額

21,595千円

不用額

ｽﾏｰﾄ農業実装ﾁｬﾚﾝｼﾞ事業

本年度決算額 最終予算額

農業費

６次産業化・ブランド化で農林業を振興

03 農業生産基盤整備支援費

　AI・ICT等先端技術（スマート技術）を有する機械の導入を支援
し、作業性と品質・生産性の向上を図る。

　AI・ICT等の先端技術を有する機械を購入する団体、個人に対して、補助金
を交付。

基本計画

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

項 01

井辺次世代農業研究会

布袋野良食味米組合

個人経営体

実施主体

合計

事業内容

コンバイン1台
（食味・収量センサ
付き）
コンバイン1台
（食味・収量センサ
付き）
田植機
（直進アシスト機能
付き）

53%
（3%）

53%
（3%）

33%
（3%）

5,100

18,180



実施主体 : 農業者3人

対象経費 : パイプハウス復旧

復旧棟数 : 4棟

※パイプハウス被害に対する共済金額により補助金が増減する。

1,509千円

654千円

414千円

441千円

補助対象事業費

5,846千円

2,398千円

1,828千円

1,620千円主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○雪害に対する復旧支援を行い、農業経営の回復を図ることができた。
○今後の災害に備え、農業施設共済への加入促進を図る必要がある。

○融資主体補助型経営体育成支援事業補助金 1,509千円

合計

B

補助率

1/3以内

C

A

補助金

1,509千円

農業振興課課

執行率不用額本年度決算額 最終予算額

0千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興
主
な
財
源

府補 農業経営構造対策事業補助金（10/10）

1,509千円 1,572千円 63千円 (参考)当初予算額

農林水産部

目
　
的

　令和2年12月～令和3年1月の大雪の影響により被害を受けた農
業生産施設（パイプハウス）の復旧を行う農業者に対して、復旧費
用を支援し経営の回復を図る。

部
95.9 %

目 03 農業生産基盤整備支援費

予
算
科
目

款 06 農林水産業費

事
業

01 農業費項

07 農業経営構造対策事業



○京丹後市生物多様性を育む農業推進事業補助金

・コウノトリの巣塔設置（久美浜町女布、１棟）

○環境保全型農業直接支払交付金

※取組団体数：19団体

○環境保全型農業直接支払交付金事業推進事務費

消耗品費、通信運搬費、会場使用料及び賃借料

8,304千円

4件 347a 27千円

5割低減＋炭の投入 1件 213a 107千円

5割低減＋冬期湛水

4件 2,337a 187千円

取組内容 件数 面積 補助金額

　化学肥料・化学合成農薬の使用を地域の慣行レベルから5割以上低減する活
動と合わせて、地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動の取組
に対し、取組内容に応じて補助金を交付。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○化学肥料・農薬の使用を低減し、地球温暖化防止や生物多様性保全につ
ながる農業生産活動を支援することで、農業者における環境保全と環境意
識の向上につながった。
○コウノトリの巣塔設置を支援することで、生物多様性に配慮した農業の
推進及び自然環境の維持に繋がった。今後もコウノトリの定着に向けて、
餌場となるような圃場や環境にやさしい農業の普及推進を行う。

14件 5,691a 3,277千円

5割低減＋長期中干し

177千円

有機農業 5件 3,457a 4,234千円

合　　計 31件 12,832a 8,304千円

462千円

5割低減＋秋耕

5割低減＋カバークロップ 3件 787a 472千円

主
な
財
源

175千円

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

8,943千円 9,010千円 67千円

99.2 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

事
業

01

農業振興課

6,228千円

10,966千円

府補 環境保全型農業直接支払交付金（3/4）

課

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

生物多様性を育む農業推進事業

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　地球温暖化防止や生物多様性保全に効果の高い営農活動等に取り
組む農業者を支援し、環境保全型農業の普及推進を図る。

府補 環境保全型農業直接支払交付金



○農山漁村振興交付金（地域活性化対策）事業資金貸付金

【新農山漁村コミュニティ形成事業】 【宇川スマート定住促進協議会の取組内容】

　　実施主体 豊栄まちづくり委員会　 （１）体制構築及び実証活動

　　補助金 150千円（事業費300千円）※3か年事業のうち3年目 ・宇川LABO（ミーティング）の開催

　　事業内容　 ①地域ビジョン冊子の作成 ・ICTを活用した農林水産販売（宇川金曜市）の開催（23回）

②ボイスレコーダー等の購入 ・Wi-Fi環境を整備したシェアオフィスの試行（5月～３月）

・山林資源を活用した商品開発（龍谷大学連携）

　　実施主体 いやさか地域づくり準備会 （２）普及活動

　　補助金　 150千円（事業費301千円）※3か年事業のうち3年目 ・SNS等を活用した情報発信

　　事業内容　 ①地域ビジョンの策定 （３）人材活用

②プロジェクタースクリーン等の購入 ・宇川スマート定住促進員の配置（龍谷大学生１人）

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

元気な農村地域づくり事業

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

3,800千円 3,800千円 0千円

100.0 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

事
業

02

3,500千円

農業振興課

300千円

諸収入 農山漁村振興交付金事業資金貸付金元金収入

3,950千円

府補 農村型小規模多機能自治推進事業費補助金（10/10）

課

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○過疎・高齢化などの課題を抱える地域において、地域の連携体が今後の
地域の将来像を見据えながら、持続可能な地域づくりに繋がる取組を支援
することができた。
○宇川スマート定住促進協議会を支援することにより、当該地区の課題解
決に向けた体制整備や実証活動を行うことができた。

主
な
財
源

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　過疎化・高齢化が進む農山漁村集落等が持続可能な地域づくりを
進めるため、地域コミュニティの組織化や地域活動を支援するとと
もに、魅力ある地域づくりを推進する団体に対し、事業資金を一時
的に貸し付け、当該団体の活動の促進を図る。

　農山漁村コミュニティ組織等が、地域の課題やニーズに応じて活動する事業
に対して補助金を交付した。

：

：

3,500千円

：

○農村型小規模多機能自治推進事業補助金 300千円

：

：

：



○農業者経営復興特別支援資金等助成事業補助金（2人）

【事業対象者】 

　復興・継続支援資金を借り受けた者で、貸付決定通知等に基づく償還開
始まで継続して農業経営を行っており、かつ、助成事業実施年度も継続し
て農業経営を行っているもの。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　営農者の災害復興後の営農継続に対し助成することで経済的負担の軽減
を図ることができた。

主
な
財
源

640千円

農林水産部

0千円

100.0 %

(参考)当初予算額
農業振興課

640千円

640千円

農業者経営復興特別支援資金等助成事業補助金（10/10）

課

執行率
部

不用額

640千円目 04 農業振興費

事
業

03

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

府補
償還金助成事業

項 01 農業費

640千円

目
　
的

　農業者の営農継続を支援するため、農業者経営復興特別支援金及
び農業経営継続資金の償還に対する助成を行う。

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額



【活動実績】

・認定農業者育成数 37人（新規19人、更新18人）

・農業法人育成数 3法人（新規）

・経営改善相談活動

相談活動日数 延べ100日

対象人数 延べ189人

○農業技術者協議会活動経費 ※認定農業者数：189経営体（令和4年3月末）

・会計年度任用職員任用経費（1人、12か月）

・消耗品費

・通信運搬費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○認定農業者・集落営農等の担い手の育成及び農用地の利用集積の推進に
より、農業振興に寄与することができた。
○地域農業の振興を図るため、新規認定農業者や認定農業者・集落営農等
の後継者を増加させるとともに、農業法人化を推進する必要がある。

主
な
財
源

　農業経営基盤強化促進法に基づく認定農業者の認定に係る審査機関である農
業技術者協議会において、個別具体的な経営基盤強化の推進について検討を
行った。
　また、認定農業者・集落営農等の担い手育成のため、農業経営改善支援セン
ターを中心に経営相談や経営改善計画の作成指導など、経営基盤強化の促進に
資する活動を行った。

農業振興課
2,050千円

課

農林水産部
項 01 農業費

1,988千円 2,050千円 62千円

96.9 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

事
業

04

執行率
部

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

農業技術者協議会活動促進事業

：

：

：

1,988千円

：

1,913千円

12千円

63千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　農業経営基盤強化促進法に基づき、農業振興を図るために設置さ
れた京丹後市農業技術者協議会の活動を支援することにより、市内
全体の農業振興を図る。



○農産物のブランド化に係る経費 ○地域農業振興事業補助金

・報償費（1次産品活用アドバイザー謝金、費用弁償）

・旅費（食材ブランド創造事業発表会に伴う京丹後産米PR）

・有料道路通行料、駐車場使用料、燃料費

・消耗品費（試食用農産物等）

○地域商社支援事業補助金（3か年事業の2年目）

：① 流通体制の整備

　② 販路拡大の取組

　③ 観光等異分野との連携

○「食の京都TABLE」整備支援事業補助金

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

99.3 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

予
算
科
目

地方創生推進交付金（１／２）

課

執行率
部

農業振興課
事
業

05 地域農業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業
37,973千円

項 01 農業費

37,353千円 37,612千円 259千円

13,021千円

繰入金 ふるさと応援基金繰入金 8,000千円

3,000千円

府補 「食の京都TABLE」整備支援事業補助金（10/10） 115千円

U･Iターン者・定年帰農者等支援事業 1件

３件

１件

1,669千円36千円

3,900千円

農林水産部

113千円36千円

事　業　名

認定農業者支援事業

件数

１7件

５件

小規模農業者支援事業

府補 きょうと地域連携交付金（地域農業ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ推進事業）
主
な
財
源

国補

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

11,080千円158千円

目　的 補助実績額42千円

生産強化支援

6件

目
　
的

　農業者の所得向上を図るため、市内農産物の生産強化及び流通販
売の取組を支援し、市内農産物の需要拡大・販路拡大を進めるとと
もに、市内の多様な農業者を支援し、市内農業の裾野を広げ地域農
業の振興を図る。

○イベントを通じて農産物をPRし、広く情報を発信することができた。ま
た、京丹後産米に関するアンケート結果を、首都圏における京丹後産米の
認知度の基礎資料として、今後のブランド戦略に活かしていきたい。
○地域商社支援事業は、運送業の開始、ECサイトでの販売拡充など行い、
農業者の経営発展に繋がっている。令和4年度が事業の最終年度であり、自
走に向けた事業拡大及び運営の安定化が必要である。
○地域農業振興事業補助金により、市内農業者が機械等の導入、加工品開
発を行うことでの生産拡大や販路拡大等の経営規模拡大につながった。

231千円 115千円50%

事業費 補助額

500千円26,000千円

1,914千円

44千円

補助率

成
果
・
課
題

実施主体

（株）久美浜縣

事業内容

くみはまSANKAIKAN
冷蔵ショーケース更新

1,123千円

11,080千円

115千円

事業内容

1,861千円（令和3年度） 流通販売支援 農産物販路拡大 ・加工品開発支援事業 8件

合計 41件

共同利用機械等導入支援事業

農業関連企業参入支援事業

生産チャレンジ支援事業



○経営所得安定対策等推進事業に係る経費

・職員時間外勤務手当

・会計年度任用職員任用経費（2人）

・経営所得安定対策推進謝金（183集落）

・転作現地確認謝金（44集落）

・事務等経費

（旅費、消耗品費、燃料費、印刷製本費、郵送料ほか）

・農林水産省共通申請サービスに係るデータ移行業務委託料

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　経営所得安定対策等制度への加入促進や交付金の受領等、各種事務を適
切に行うことで、多くの農業者が安心できる農業経営に寄与できた。

主
な
財
源

1,035千円

1,650千円

9,619千円

256千円

農業振興課

9,619千円

7,954千円

府補 経営所得安定対策推進事業費補助金（10/10）

課

農林水産部
項 01 農業費

9,619千円 9,635千円 16千円

99.8 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

事
業

06

執行率
部

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

水田農業振興推進事業

　農林水産省が所管する全ての法令に基づく補助金・交付金の申請手続
をオンラインで行えるサービスの開始に伴う水田台帳システムデータの
移行作業

5,177千円

1,337千円

164千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　経営所得安定対策等を円滑に実施し、農家の経営安定を図ること
により、農業の振興を推進する。



○京丹後産食材ブランド化推進事業委託料 ○職員旅費

商品完成発表会参加

令和3年11月3、4日に乃木坂しん（東京都内）にて開催

【開発商品】

①京丹後の人と料理人がともに創り出す商品開発（10品） ○プロポーザル審査委員謝金

外部専門委員1人分（令和3年5月28日開催）

②料理人による京丹後の食材を使った商品開発（10品）

○京丹後産食材ブランド化推進会活動補助金

【活動実績】

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○委託事業者及び京丹後産食材ブランド化推進会と連携し、短期間での商
品化及び市場流通が実現できた。
○乃木坂しん京丹後ディナーコース食事券は、ふるさと納税返礼品として
約700万円の寄附額を集め、返礼品の新しいモデルケースとなった。
○商品発表会（東京都内）及び料理雑誌オレンジページ（Web版を含む）
において、本事業のPRを行い、それぞれ来場者数1,913人、サイト総閲覧
数5,666PVと大きな発信につながった。

主
な
財
源

8,800千円 64千円

11千円

農業振興課

8,500千円

9,108千円

国補 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金

課

農林水産部
項 01 農業費

9,015千円 9,108千円 93千円

98.9 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

事
業

07

執行率
部

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

京丹後食材ﾌﾞﾗﾝﾄﾞ創造事業

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　京丹後産食材を活用し新たな商品開発を行い、農家等の販路拡大
につなげるとともに、京丹後産食材の魅力向上を図る。

生産者と料理人の交流会（2回）、外食メニュー試食（会長参加、東京都
内）、商品完成発表会「おいしいニッポンフェス」参加（東京都内）ほ
か

140千円

　京丹後産の食材を活用し、京丹後産食材ブランド化推進会と連携しなが
ら、新たな商品を開発。

茶しゃぶしゃぶセット、クラフトビール晩酌セット、ジビエのすきやき
風鍋、完熟いちごバター、京丹後の和ジェラートセット等
（京丹後ふるさと納税サイト、各社ECサイト等で販売中）

乃木坂しん京丹後ディナーコース（ジビエの真丈、のどぐろの炊き込み
ご飯、黒毛和牛と季節の野菜・酒粕の小鍋仕立て、葛豆腐、シフォン
ケーキ等）



○事業継続応援給付金（対象月令和3年1～3月） ○京丹後産米流通促進緊急対策事業補助金

H31又はR2年1～3月事業収入合計－R3年対象月×3

従業員数×2万円（25人以上は50万円）

・農業者 19件 交付件数：55件　補助率：1/2以内　上限額：7,000円/10aあたり

○事業継続支援給付金（対象月令和3年4～6月）

H31又はR2年4～6月事業収入合計－R3年対象月×3

【個人】従業員数×2万円＋5万円

【法人】従業員数×2万円＋10万円　※上限50万円

・農業者 24件

・漁業者 11件

○がんばる事業所応援給付金（対象月令和3年8～9月）

H31又はR2年8～9月事業収入合計－R3年対象月×2

【個人】従業員数×2万円＋5万円

【法人】従業員数×2万円＋10万円　※上限50万円

・農業者 37件

・漁業者 3件

交付件数： 交付額： 3,734千円

交付件数： 交付額： 259千円

交付件数： 交付額： 1,757千円

3,993千円

3,000千円

国補 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金

課

交付件数： 交付額： 2,562千円

840千円

　令和3年産の米価下落を受けて、主食用米の販売収入がコロナ前（令和元
年）と比べ20％以上減少した水稲生産者の販路確保及び販路開拓の取組に対
して、補助金を交付。

交付件数： 交付額： 840千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　国や府の緊急経済対策と協調しながら、新型コロナウイルス感染症の影
響による売り上げの急激な減少など厳しい経営環境におかれている農林水
産業者を支援し、事業活動の維持につなげることができた。

主
な
財
源

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　新型コロナウイルス感染症に伴う緊急事態措置により、売上が減
少した市内の農林水産事業者に対し、事業者の事業継続及び次期作
に向けた取組を支援する。

　緊急事態措置等により、対象月のいずれかの月の売上高が前年又は前々年同
月比で30％以上減少している農林水産事業者に給付金を支給した。

830千円

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

9,982千円 9,982千円 0千円

100.0 %

目 04 農業振興費 (参考)当初予算額

事
業

08

農業振興課
海業水産課

8,000千円

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

農林水産業緊急支援事業

給付額：

上限額：

給付額：

上限額：

給付額：

上限額：

4,319千円



○農業次世代人材投資資金交付金（経営開始型） ○新規就農研修資金償還金助成

× ＝ ・償還条件：償還期間は就農後10年（うち据置5年）、5年均等償還

× ＝ ・支給要件：償還期間中は就農（雇用による就農は除く）していること

× ＝ ・助成対象者：7人

全期交付（満額・夫婦型） × ＝

○府営農地耕作条件改善事業負担金

・事業費：26,137千円（市負担20％）

・農地整備：鳥取2・3団地（獣害防止柵）、芋野団地（排水パイプ復旧）

○農業次世代人材投資事業推進事務経費

・事務用品、職員人件費

・会計年度任用職員任用経費

農業次世代人材投資事業推進員（2人×12か月）

（報酬、期末手当、共済費、費用弁償）

○新規就農条件整備支援事業補助金

・就農初期の不安定な時期における機器リース代を補助

・補助期間3年、対象者11人

4,047千円

72千円

5,227千円

35,957千円

30,000千円

1,457千円

2,250千円

2,250千円

2,987千円

3,040千円

2,250千円／年 1組

全期交付（変動） 1,457千円／年 1人

半期交付（満額） 750千円／年

3,975千円

※独立自営就農で、その就農時の年齢が50歳未満など、一定の要件を満たす青
年就農者に対し、年間最大150万円を交付。就農2年目以降、前年度所得が
100万を超えた交付対象者は、交付額が変動型となる。交付期間は、既に経営
を開始している場合を除き、農業経営開始後5年間。今年度新規採択者で、採択
時期が遅い場合は半期分の交付となる。

執行率
部 農林水産部

農業振興課

38,848千円

99.1 %

3人

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○青年就農者に対して交付金を交付し、経営の不安定な就農初期の所得確
保を支援することで、経済的な不安を解消し経営に専念できる環境づくり
ができた。
○関係機関と連携して営農指導・支援を行い、経営の安定化や、年間所得
500万円以上を目指す認定農業者への経営発展を図る必要がある。

主
な
財
源

1,520千円

4,900千円

府補 就農研修資金償還金助成事業補助金（1/2）

(参考)当初予算額

事
業

01
55,010千円

府補 農業次世代人材投資事業費補助金（10/10）

課

20人

市債 農業経営実践型学舎用農地整備負担金事業債（合併特例債）

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　経営の不安定な就農初期の所得確保を支援するため、青年就農者
に交付金を交付し、就農意欲の喚起と就農後の定着を図る。

全期交付（満額） 1,500千円／年

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

新規就農者育成事業

項 01 農業費

51,258千円 51,694千円 436千円目 05 新規就農者確保対策費



飼育状況調査の実施や家畜防疫等、畜産振興に必要な事務を実施した。

○職員旅費

○畜産振興に係る経費

・消耗品費

○京都府畜産振興協会会費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　円滑な畜産行政事務及び畜産振興の推進を図ることができた。

主
な
財
源

農業振興課
40千円

課

農林水産部
項 01 農業費

36千円 40千円 4千円

90.0 %

目 06 畜産業費 (参考)当初予算額

事
業

50

執行率
部

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

畜産振興一般経費

30千円

3千円

3千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　円滑な畜産行政事務及び畜産振興の推進を図る。



○工事請負費 ○小規模土地改良事業補助金　

補助率： 補助対象費の2/3

上限額： 補助対象事業費が原材料費又は機械経費　20万円

補助対象事業費が原材料費と機械経費　　30万円

○測量委託費

99.9 %

目 07 農地費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率

項 01 農業費

14,876千円 14,877千円 1千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額
部

農林整備課
事
業

01 小規模農業基盤整備事業
15,300千円

主
な
財
源

分担金 小規模農業基盤整備事業分担金 3,514千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 市債 小規模基盤整備事業債（緊急自然災害防止対策債） 6,200千円

目
　
的

　農業用水路等の老朽化が進む中、地域の維持管理の効率的な取組
を支援し、農地、農業用施設等の改良、維持、保全及び復旧を図
る。

市債 小規模基盤整備事業債（合併特例債） 3,600千円

農林水産部

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　安定した農業経営と適正な維持管理が行えるよう老朽化した農業用施設の整備工
事を実施した。

　各地区及び農業団体が実施した小規模な農業用施設の維持管理に対して、機械借
上代、原材料費を対象に補助金を交付した。

13,618千円 785千円

地区 事業内容 事業費

峰山町鱒留 用水管修繕工事 1,353千円

大宮町河辺 用排水路改修工事 3,971千円

丹後町谷内 排水路改修工事 3,190千円 網野町 6 615千円

大宮町谷内 井堰作業道改修工事 2,574千円 地域 箇所数 補助額

合計 13,618千円 合計 7 785千円

　令和3年6月降雨により拡大崩壊した郷2団地の調査のため測量を実施した。

弥栄町小田 揚水機修繕工事 2,530千円 久美浜町 1 170千円

473千円

成
果
・
課
題

○農業用施設の整備により、農業経営の安定と施設の保全に資することが
できた。
○補助金交付により、農業用施設等の改良、維持、保全及び復旧を支援す
ることができた。

地区 事業内容 事業費

網野町生野内 沈砂池測量業務 473千円



府道改良工事に伴い支障となる農業用水管の移設工事を行った。

○工事請負費

・竹野沖田農業用水管移設工事

管布設（φ75～450）　L=457.1m

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

01 小規模農業基盤整備事業（繰越）

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

14,349千円 15,427千円 1,078千円

93.0 %

目 07 農地費 (参考)繰越予算額
農林整備課

事
業 14,349千円

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

15,427千円

主
な
財
源

諸収入 国・府道路改良工事に係る府移転補償金

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

　府道改良工事の支障物件となる農業用水管の移設により、府道改良工事
を円滑に進めることができた。また、農業用水の機能補償により農業経営
の安定と施設の保全に資することができた。

目
　
的

　府道改良工事の支障物件となる農業用水管の移設を行うことによ
り、農業生産性の向上と農業経営の安定を図る。

14,349千円



■平田地区 事業期間　令和２年度～令和7年度

■女布地区 事業期間　平成26年度～令和4年度 ○府営農業競争力強化基盤整備事業負担金

○換地処理事務に係る経費 事業費 366,868千円

・換地委員謝金（7人） ・換地業務委託料 市負担金 366,868千円 × 10%

○府営農業競争力強化基盤整備事業負担金 地元負担金 366868千円 × 7.5%-56千円（減免）

事業費 25,000千円 [主な実施内容] 実施設計、ほ場整備工事

市負担金 25,000千円 × 10% ■徳光地区 事業期間　令和3年度

地元負担金 25,000千円 × 7.5% ○地形図作成業務

[主な実施内容] ほ場整備工事（補完工事）

■上宇川地区 事業期間　平成29年度～令和5年度

○換地処理事務に係る経費

・換地委員謝金（10人） ・換地業務委託料

○府営農業競争力強化基盤整備事業負担金

事業費 166,684千円

市負担金 166,684千円 × 10% ＝

地元負担金 166,684千円 × 7.5%－133千円（減免） ＝

※地元負担金の減免は、電柱移転によるもの

[主な実施内容] 実施設計、ほ場整備工事

農林水産部
項 01 農業費

106,697千円 106,698千円 1千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.9 %

目 07 農地費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

02 農業競争力強化基盤整備事業
84,927千円

主
な
財
源

分担金 農業競争力強化基盤整備事業分担金 41,703千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 府委 換地業務委託金 4,179千円

　久美浜町女布、丹後町上宇川、久美浜町平田、丹後町徳光地区に
おいて、ほ場の大区画化と用水路等の改修を実施し、営農労力の節
減と収益性の高い農業経営の実現を図る。

市債 農業競争力強化基盤整備負担金事業債（過疎対策債） 55,800千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　府営農業競争力強化基盤整備事業に対し、負担金を支出した。また、京都府
からの委託により、換地処理事務を行った。 64,145千円

5,214千円 64,145千円

839千円

179千円

目
　
的

＝ 2,500千円 4,961千円

＝ 1,875千円 4,961千円

660千円 ＝ 36,686千円

4,375千円 ＝ 27,459千円

○久美浜町女布、丹後町上宇川、久美浜町平田地区において、令和３年度
に予定していた実施設計及びほ場整備工事等を実施することができた。
○丹後町徳光地区のほ場整備事業採択申請に向け、地形図作成を完了し
た。

16,668千円

12,369千円

32,377千円

3,340千円

832千円 2,508千円

29,037千円

成
果
・
課
題



○土地改良施設維持管理適正化事業賦課金（4地区）

○土地改良施設診断指導（7か所）

弥栄町小田（揚水機）　大宮町河辺（排水路2路線）　峰山町鱒留（水路）　　

峰山町丹波（水路）　網野町俵野（揚水機・畑かん施設）

○工事設計委託料 千円

・俵野畑かん施設送水管測量設計業務

○工事請負費 千円

・俵野畑かん施設給水管改修工事

管布設（φ40～100）　L=210.9m

課

不用額 執行率款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

98.9 %

目 07 農地費 (参考)当初予算額

01 農業費

14,916千円 15,078千円 162千円

部

農林整備課
事
業

03 土地改良施設維持管理適正化事業
15,078千円

主
な
財
源

分担金 土地改良施設維持管理適正化事業分担金 944千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 諸収入 土地改良施設維持管理適正化事業費補助金 4,150千円

目
　
的

　造成した事業資金を基に計画的に施設を整備し、老朽化した土地
改良施設の適切な維持管理と農業経営の安定を図る。

農林水産部
項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　土地改良施設の適切な維持管理により、施設の長期有効利用と持続的な農業
経営の安定を図るため、施設の診断指導を実施した。
　土地改良施設維持管理適正化事業加入地区の事業実現に向け、必要な資金を
賦課金として京都府土地改良事業団体連合会に拠出した。
　俵野畑かん施設（送水管）は、管体の損傷が著しく、計画的な改修工事が必
要であるため、設計委託を実施した。
　安定した農業用水の供給を図るため、老朽化した俵野畑かん施設給水管の改
修工事を実施した。

2,178千円

地区名 施設名 支払年度 工事実施年度 拠出額

峰山町 有田池 H29～R3 R2 891千円

網野町 俵野畑かん施設

成
果
・
課
題

○俵野畑かん施設の改修工事を実施し、農業用水の安定した確保及び維持
管理労力の軽減を図ることができた。
○適正な維持管理を目的に、5年以内に整備補修を行う事業であり、計画的
な施設整備のため、今後も適正化事業への加入に向けた取組を検討してい
く必要がある。

久美浜町 三分堰 R3～R7 R5 363千円

9,229

R2～R6 R3 231千円

弥栄町 小南谷池1号2号 R2～R6 R5 693千円

3,509



○職員給与及び手当等

○旅費（出張旅費）

○需用費（事務用品・燃料費）

○使用料及び賃借料（有料道路通行料） ■令和4年度への繰越事業

○工事請負費 ・高田橋共同橋上部工負担金（令和4年9月末完了予定）

・尾和用水改修工事（上野工区その6） ※国補助金については、繰越事業完了後に交付

管布設（φ300）　L=36.8m

○負担金

・高田橋共同橋下部工負担金

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

04 宇川地区農業用施設改修事業

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

4,866千円 17,112千円 12,246千円

28.4 %

目 07 農地費 (参考)当初予算額
農林整備課

事
業

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

18,200千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

657千円
参考

繰越明許費を除いた最終予算額 4,872千円

4千円

目
　
的

　施設の老朽化により維持管理が困難な状況であるため、用水路及
び取水施設の改修を行うことにより、農地の保全及び農業経営の安
定を図る。

5千円 実質的な予算執行率 99.8%

359千円

3,531千円 12,240千円

3,531千円

310千円

310千円

成
果
・
課
題

○機能が低下した施設の改修により、農業経営の安定と農地の保全に資す
ることができた。
○施設の全面的改修に向け、継続的に事業を実施する必要がある。



○旅費（出張旅費）

○需用費（事務用品・燃料費）

○使用料及び賃借料（有料道路通行料）

○委託料

・尾和揚水機場（建築）工事監理業務

○工事請負費

・尾和揚水機場（建築）工事

建屋（RC造）1式、解体工事1式

・尾和揚水機場（電気設備）工事

受電設備1式、屋内電気設備1式、引込柱1式

・尾和揚水機場（機械設備）工事

揚水ポンプ（37kw）2基、制御盤1式

・尾和用水改修工事（上野工区その５）

揚水機場造成1式、管布設工（φ200～300）　L=53.6m

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

04 宇川地区農業用施設改修事業（繰越）

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

106,704千円 108,468千円 1,764千円

98.3 %

目 07 農地費 (参考)繰越予算額
農林整備課

106,704千円

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

108,468千円

主
な
財
源

国補 防衛施設周辺対策事業補助金（10/10）

事
業

○機能が低下した施設の改修により、農業経営の安定と農地の保全に資す
ることができた。
○施設の全面的改修に向け、継続的に事業を実施する必要がある。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

3千円

502千円

5千円

878千円

878千円

105,316千円

目
　
的

　施設の老朽化により維持管理が困難な状況であるため、用水路及
び取水施設の改修を行うことにより、農地の保全及び農業経営の安
定を図る。

26,158千円

13,981千円

50,798千円

14,379千円

成
果
・
課
題



○旅費（出張旅費）

○使用料及び賃借料（有料道路通行料）

■令和4年度への繰越事業

○工事請負費 ・久美浜町佐野甲上長井堰改修工事（令和4年7月完了）

課

不用額 執行率款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

60.1 %

目 07 農地費 (参考)当初予算額

01 農業費

31,878千円 53,009千円 21,131千円

部

農林整備課
事
業

05 農地耕作条件改善事業
54,000千円

主
な
財
源

分担金 農地耕作条件改善事業分担金 3,291千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 府補 農地耕作条件改善事業補助金（3/5） 19,121千円

目
　
的

　集落等で、京力農場プランを作成し、中間管理事業に取り組み、
効率的・持続可能な農業経営、地域保全を図る活動を支援するた
め、農業用施設等の整備を行う。

市債 農地耕作条件改善事業債（合併特例債） 7,200千円

農林水産部
項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

3千円
参考

繰越明許費を除いた最終予算額 31,879千円

実質的な予算執行率 99.9%

5千円

31,870千円 21,130千円

地区名 事業内容 金　額 備　考

計 31,870千円

成
果
・
課
題

　丹後町竹野沖田地区取水施設改修工事の完了により、安定的に農業用水
を確保できるようになったことで、維持管理負担の軽減につながり、農地
耕作条件を改善することができた。

丹後町竹野沖田 取水施設改修　2基 20,570千円

久美浜町佐野甲 上長井堰改修　1式 11,300千円 前払金分



○負担金、補助及び交付金

・尾和用水路設備管理費負担金

○会計年度任用職員任用経費（2人） ・農道台帳管理負担金

・京都府土地改良事業団体連合会賦課金

○普通旅費 ・丹後土地改良区賦課金

・村前川防潮樋門電気代負担金

○需用費（参考図書・コピー代・燃料費・公用車修繕料等） ・川﨑川防潮樋門電気代負担金

・久住営農飲雑用水施設整備事業借入償還補助金

○役務費（通信運搬費・漏水調査手数料・公用車損害保険料等） 平成9年度借入分 償還額 （令和4年度完了予定）

平成10年度借入分 償還額 （令和5年度完了予定）

○使用料及び賃借料

（土木積算システム借上料、ソフトウェア使用料等）

○公課費（自動車重量税）

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

50 農地一般経費

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

6,644千円 6,794千円 150千円

97.7 %

目 07 農地費 (参考)当初予算額
農林整備課

3千円

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

7,751千円

主
な
財
源

手数料 督促手数料

事
業

592千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　農業農村整備事業を円滑に進めるため、必要な事務を実施するとともに、関
係団体へ負担金及び補助金を交付した。 2,671千円

512千円

2,969千円 71千円

1,286千円

目
　
的

　農業農村整備事業を円滑に推進するための施設管理・研修・支援
及び京都府土地改良事業団体連合会への負担金等の一般経費

52千円 83千円

49千円

498千円 78千円

成
果
・
課
題

○施設管理・支援事業を行うことで、農業農村整備事業を円滑に推進する
ことができた。
○地元区や農家の借入金に対して補助金を交付することで、負担軽減を図
ることができた。

9千円

192千円 4,213千円 334千円

3,248千円 258千円

253千円



○過年度府支出金返還金

○中山間地域等直接支払制度推進事業事務経費

・消耗品費

・燃料費

・通信運搬費

○中山間地域等直接支払制度事業補助金（本体＋加算金）

5,870千円

　7（50ha） ―

峰山町 　5（40ha）

網野町 1（5ha） 1（4ha）

　活動計画期間内（令和2年度～令和6年度）に対象面積の減少等の理由
による過年度交付金の返還

　耕作放棄地の増加等に伴う農業・農地の多面的機能の低下が特に懸念される
中山間地域等において、農振農用地区域内の1ha以上の農地を対象とした5か年
（令和2年度～令和6年度）の協定を基に、中山間地域等に直接交付金を交付し
た。

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

中山間地域等直接支払制度事業

項 01 農業費

67,856千円 67,989千円 133千円

主
な
財
源

目

中山間地域等直接支払制度事業補助金

68,089千円

府補 中山間地域等直接支払制度事業補助金（3/4）

課

大宮町

府補

農地利用推進費

基本計画

01

目
　
的

―

交付額（本体+加算）集落協定数 個別協定数

67,395千円

68千円

121千円

21千円

210千円

251千円

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

08

事
業

農林水産部

農業振興課

210千円

諸収入 過年度中山間地域等直接支払制度事業返還金 251千円

50,546千円

部
99.8 %

(参考)当初予算額

執行率

　中山間地域等において、農業生産活動等の維持を通して耕作放棄
地の発生を防止し、農業・農地の多面的機能を確保する取組を支援
する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

丹後町 　8（60ha） ―

67,395千円

34,867千円

成
果
・
課
題

○農業生産条件の不利地域である中山間地域等において、協定農用地を設
定することにより、将来に向けた耕作放棄地の発生防止等に取り組む体制
づくりを進めることができた。
○各集落において農業者の高齢化が進行しているため、若手の担い手農家
育成や営農の広域化支援を進めながら、協定農用地の更なる拡充に取り組
む必要がある。

　22（190ha） ―

合計 　46（382ha） 1（4ha）

弥栄町 　3（37ha） ―

6,050千円

9,679千円

8,988千円

1,941千円

久美浜町



○京力農場プラン作成の推進 26千円 ○機構集積協力金交付事業 57,014千円

市内地域で作成されたプランについて審査し、必要に応じて助言等を行う。 ・地域集積協力金交付事業交付金

・京力農場プラン検討委員会謝金 16千円 自ら定めた「京力農場プラン」に基づき、農地中間管理機構に

4千円×4人×１回 農地を貸し付けた地域に、貸付割合に応じて協力金を交付。

※検討委員会4回の内3回は書面決議 ※協力金交付地区・面積：8地区、203.6ha

・消耗品費 10千円

※令和3年度新規プラン作成地区数：44地区（55集落） ○経営転換協力金交付事業 1,801千円

※プラン作成地区数：129地区（令和4年3月末）

○（一社）京都府農業会議からの農地中間管理事業受託事務経費 2,970千円

・会計年度任用職員任用経費（１人） 2,839千円

・職員旅費、需用費 131千円

※受託事務：借入予定農地の調査、借受希望農地リストの作成、

農用地利用集積計画案の作成等

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○担い手の確保・育成や農地集積計画などを総合的にまとめた「京力農場
プラン」を、新たに44地区（55集落）で作成したことにより、該当地域
における将来の目指すべき姿、課題を明確にすることができた。
○地域集積協力金の活用及び地域との土地利用調整を適正に行い、農地中
間管理機構への農地を貸し出しを推進し、担い手への農地集積を図ること
ができた。
○農地集積を円滑に図るため、地域で作成する「京力農場プラン」と連携
した土地利用調整を効率的に進めていく必要がある。

主
な
財
源

2,950千円

諸収入 農地売買支援事業業務委託金 20千円

農業振興課

58,815千円

諸収入 農地中間管理機構事業等業務委託金

24,491千円

府補 機構集積協力金交付事業費補助金（10/10）

課

農林水産部
項 01 農業費

61,811千円 61,847千円 36千円

99.9 %

目 08 農地利用推進費 (参考)当初予算額

事
業

02

執行率
部

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

京力農場ﾌﾟﾗﾝ推進事業

交付対象 対象面積 交付額

25戸 12.0ha 1,801千円

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　地域農業の将来の方向性等を集落や地域（国営団地等）で話し合
い、担い手農家（認定農業者、集落営農組織等）への農地集積を促
進し、地域農業の体質強化を図ることを目的とした「京力農場プラ
ン」の作成（新規・更新）を推進する。



○多面的機能支払交付金 ○償還金利子及び割引料（過年度府支出金返還金）

農地維持活動と資源向上活動を行う組織に対し、交付金を交付 対象農用地面積減少分の交付金を府へ返還したもの（23組織）

①農地維持支払及び資源向上支払（共同）

②資源向上支払（長寿命化） ○多面的機能支払交付金事業活動推進費

③組織の広域化、体制強化加算 事業の推進及び実施状況確認事務に要する経費を支出

・会計年度任用職員任用経費（2人、9か月分）

　　＜参考＞ 令和３年度の取組状況 ・職員手当等（時間外勤務手当・休日勤務手当）

・需用費（消耗品費、リース車燃料代）

・需用費（リース車修繕料）

※①と②と③の交付を受けているもの 　1組織 ・役務費（通信運搬費、自動車損害保険料）

　①と②の交付を受けているもの 85組織 ・使用料及び賃借料（自動車借上料）

　①又は②のどちらかの交付を受けているもの 12組織

　【交付金の対象活動】

　　農地維持支払…農業を支える共用設備の基礎的な保全活動を支援

　　資源向上支払(共同)…共用設備の軽微な補修等の共同作業や環境活動を支援

　　資源向上支払(長寿命化)…共用設備の補修・更新等の長寿命化の作業を支援

　　組織の広域化、体制強化加算…集落等から構成される協定に基づく組織設立

　　　　　　　　　　　　　　　　を支援

農林水産部
項 01 農業費

213,964千円 214,071千円 107千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.9 %

目 08 農地利用推進費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

03 多面的機能支払交付金事業
240,917千円

主
な
財
源

府補 多面的機能支払交付金（3/4） 160,947千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 諸収入 過年度多面的機能支払交付金返還金 411千円

　農地、水路等の資源を含む農村環境の保全活動、施設の長寿命化
のための活動を行う農業者団体等を支援し、地域主体の保全管理等
の取組の強化・拡大を図る。

諸収入 市有自動車損害共済金 48千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

210,093千円 411千円

126,853千円

83,160千円 3,460千円

80千円

目
　
的

1,460千円

567千円

峰山町 大宮町 網野町 丹後町 弥栄町 久美浜町 計 774千円

98組織 48千円

131千円

480千円

成
果
・
課
題

○活動組織の取組により農業用施設の維持、整備や環境保全の強化等の活
動が展開された。
○高齢化や人材不足により共同活動や各種事務書類作成が困難な組織も増
加傾向にあることから、行政からの事務支援や地域間連携を進める「組織
の広域化」の推進等が必要である。

13組織 8組織 10組織 10組織 14組織 43組織



○集落連携100ha農場づくり事業補助金（革新計画作成推進事業） 10千円

・対象者：大宮町広域協定運営委員会

・補助対象経費：計画策定経費（消耗品費）

・補助額：10千円（上限250千円）

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

集落連携100ha農場づくり事業

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

10千円 10千円 0千円

100.0 %

目 08 農地利用推進費 (参考)当初予算額

事
業

04

農業振興課

10千円

0千円

府補 集落連携100ha農場づくり事業補助金（10/10）

課

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

成
果
・
課
題

○集落間連携による合意を取り、効率的な共同活動によった営農体制及び
農地管理体制の両立などによる持続可能な集落営農を実現することにつな
げることを明記する革新計画の作成を進めることができた。
○各地域の持続可能な営農体制の実現にむけて、京都府と連携して支援す
る必要がある。

主
な
財
源

※令和3年度は詩型コロナウイルス感染症の影響により予定していた先進
地視察等の取組ができなかった。改めて、令和4年度に補助対象期間の2年
目として先進地視察や計画策定の実施を予定している。

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

目
　
的

　単一集落の範囲を越えた大規模で効率的な共同活動によって営農
体制及び農地管理体制を強化し、持続可能な集落営農を実現するた
めの取組を支援する。



○府営ため池等整備事業負担金

【菅地区】

・市負担金

・地元負担金

（参考）

166,700千円

85％（国55％、府30％）

令和元年度～令和４年度

ため池整備

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

01 ため池等整備事業

執行率
部 農林水産部

項 01 農業費

6,000千円 6,000千円 0千円

100.0 %

目 09 農村防災･減災対策費 (参考)当初予算額
農林整備課

1,200千円

4,500千円基本計画

課

10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 市債 ため池等整備負担金事業債（合併特例債）

6,000千円

主
な
財
源

分担金 ため池等整備事業分担金

事
業

総事業費：主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

6,000千円

40,000千円 × 12% ＝ 4,800千円

目
　
的

　上すべ内池及び下すべ内池（峰山町菅地区）の改修工事を府営事
業により実施し、災害の未然防止及び維持管理の軽減を図る。

40,000千円 ×  3%（1/2減免） ＝ 1,200千円

国府負担：

事業期間：

改修内容：

成
果
・
課
題

　施設の早期完成に向けて京都府と連携して事業を推進する必要がある。



○ハザードマップ作成業務委託料

・ため池安心安全マップ作成業務その1（3池） ■令和4年度への繰越事業

・ため池安心安全マップ作成業務その2（4池） ・ため池劣化状況評価調査業務（令和5年3月末完了予定）

・ため池安心安全マップ作成業務その3（3池） ・黒部地区機能保全計画策定業務（令和5年3月末完了予定）

【参考】・防災重点ため池のソフト対策実施状況（令和3年度末時点）

※家屋被害想定のないため池は、安心安全マップの作成不要

農林水産部
項 01 農業費

17,908千円 46,508千円 28,600千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

38.5 %

目 09 農村防災･減災対策費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

02 農業水路等長寿命化･防災減災事業
18,172千円

主
な
財
源

府補 農業水路等長寿命化･防災減災事業補助金（10/10） 17,908千円

基本計画

予
算
科
目

10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実

　農業水路等の長寿命化を図り、農業生産の維持、農業経営の安定
化を図る。また、農業用施設の防災・減災対策等を実施し、地域住
民の暮らしの安心、安全を確保する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　防災重点ため池周辺の住民の避難や施設管理の重要性の普及啓発を図るた
め、安心安全マップを作成した。

参考
繰越明許費を除いた最終予算額 17,908千円

5,995千円 22,000千円

目
　
的

弥栄町 - 久美浜町 1 安心安全マップ（未作成） 1池

成
果
・
課
題

　地域住民のワークショップにより、被害想定区域や避難場所等を検討す
ることで、地域に即したハザードマップを作成することができた。

町名 池数 町名 池数

17,908千円 実質的な予算執行率 100.0%

5,973千円

5,940千円 6,600千円

網野町 1 丹後町 1 安心安全マップ（作成済・作成不要） 58池

峰山町 7 大宮町 - 防災重点ため池 59池

ため池劣化状況評価調査（実施済） 39池

ため池劣化状況評価調査（未実施） 20池



○ハザードマップ作成業務委託料

・ため池安心安全マップ作成業務その3（6池）

・ため池安心安全マップ作成業務その4（4池）

○ため池劣化状況評価調査業務委託料

・ため池劣化状況評価調査業務（33池）

課

不用額 執行率款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

98.5 %

目 09 農村防災･減災対策費 (参考)繰越予算額

01 農業費

22,275千円 22,609千円 334千円

部

農林整備課
事
業

02 農業水路等長寿命化･防災減災事業（繰越）
22,609千円

主
な
財
源

府補 農業水路等長寿命化･防災減災事業補助金（10/10） 16,357千円

基本計画

予
算
科
目

10 地域ぐるみによる消防・救急・防災体制の充実 府補 農村地域防災減災事業補助金（10/10） 5,918千円

目
　
的

　農業水路等の長寿命化を図り、農業生産の維持、農業経営の安定
化を図る。また、農業用施設の防災・減災対策等を実施し、地域住
民の暮らしの安心、安全を確保する。

農林水産部
項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　防災重点ため池周辺の住民の避難や施設管理の重要性の普及啓発を図るた
め、安心安全マップを作成した。

16,357千円

9,328千円

7,029千円

町名 池数 町名 池数

網野町 - 丹後町 2

峰山町 7 大宮町 -

　防災重点農業用ため池について、防災工事の必要性を判断する劣化状況評価
を行った。

5,918千円

弥栄町 - 久美浜町 1

5,918千円

成
果
・
課
題

○地域住民のワークショップにより、被害想定区域や避難場所等を検討す
ることで、地域に即したハザードマップを作成することができた。
○ため池劣化状況評価によりため池の防災工事の必要性を判断する資料を
作成することができた。

町名 池数 町名 池数

峰山町

弥栄町 4 久美浜町 5

3 大宮町 13

網野町 - 丹後町 8



○会計年度任用職員任用経費（1人、7か月） ○緑の担い手育成事業補助金

　補助対象：丹後地区森林組合

○職員旅費

○需用費（参考図書、事務消耗品費）

○使用料及び賃借料（有料道路通行料） ※就労環境改善支援事業の補助金は、事業費が林業労働者の前年度

 総賃金の16.5/1000を超えない場合は、事業費と同額を補助

○負担金等（京都府林業振興会会費及び負担金） （前年度総賃金：30,529千円×16.5/1000＝504千円）

○林業労働者新共済事業補助金

補助対象：（公社）京都府林業労働支援センター

農林水産部
項 02 林業費

3,250千円 3,725千円 475千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

87.2 %

目 01 林業総務費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

50 林業総務一般経費
2,194千円

主
な
財
源

府補 緑の担い手育成事業補助金（1/2・2/3） 324千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 府補 林業労働者新共済事業費補助金（1/2） 90千円

　林業振興の推進に必要な経常経費及び京都府林業振興会への負担
金の支出により林業振興を図るとともに、林業共済の加入や労働環
境の改善を支援し、林業労働者の福祉の向上と長期に就労する担い
手の確保及び定着を推進する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

1,631千円 486千円

23千円 事業区分 事業費 補助率

目
　
的

486千円

5千円

374千円

補助金

新規就労者支援事業 246千円 3/4 185千円

49千円 就労環境改善支援事業 301千円 10/10 301千円

682千円

事業区分 就労者数 延日数 事業費 補助単価 補助金

合　計 547千円

成
果
・
課
題

○事務の適切な執行により、林業振興を推進した。
○林業労働者の確保及び地域林業の振興に寄与できた。
○森林の維持管理を担う森林組合の基幹的作業員の福利厚生を充実させる
ことができた。

長期事業 10人 2,448日 2,007千円 205円 502千円

退職金助成事業 12人 2,575日 1,210千円 70円 180千円

合　計 3,217千円 682千円



【捕獲対策事業】 【防除対策事業】

○地区配付追払用資材（煙火等）

○鳥獣被害対策実施隊設置経費（隊員報酬 33人、費用弁償） ○サルGPSクラウドサービス使用料（R3.11～R4.3）

○シカ捕獲奨励金（63人） ○鳥獣被害防止対策研修会、忌避装置等導入支援・効果検証費

○需用費（サル餌、捕獲用消耗品、公用車燃料費・車検整備等） ○GPS発信機装着業務委託料（8頭装着）

○有害鳥獣捕獲委託料 ○備品購入費

（単位：頭、羽） ・超音波式害獣忌避装置　4台、GPS基地局　2基、GPS発信機　16個

○GPS基地局防護フェンス設置費（丹後町上野・成願寺）

○有害鳥獣防除施設費補助金

・再編交付金基金事業（丹後町袖志、L=61.3m）

○京丹後市野生鳥獣被害対策協議会負担金 ・小規模農地等に対する事業（1件、L=85.5m）

○捕獲班員確保のための支援補助金

・狩猟免許取得奨励（1/2補助、交付者4人）

・猟銃所持許可更新料（1/2補助、交付者15人）

・埋設処分地造成費（1/2補助、交付者1人）

○その他経費（公用車車検時手数料、自動車損害保険料等）

課

不用額 執行率款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.6 %

目 02 有害鳥獣対策費 (参考)当初予算額

02 林業費

91,985千円 92,332千円 347千円

部

農林整備課
事
業

01 有害鳥獣対策事業
87,136千円

主
な
財
源

国補 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症対応地方創生臨時交付金 11,000千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 手数料 有害鳥獣捕獲班員証明手数料 14千円

目
　
的

　有害鳥獣を捕獲するとともに、集落ぐるみの追い払い活動及び老
朽化した有害鳥獣防除施設の整備を支援することで、野生鳥獣によ
る農作物被害、営農意欲の低下、生活環境の悪化及び人身への危害
を未然に防止する。

手数料 有害鳥獣捕獲等参加証明手数料 5千円

農林水産部
項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

75,454千円 16,531千円

　猟友会に有害鳥獣捕獲業務を委託するとともに、鳥獣被害対策実施隊の
編成及び狩猟期間中のシカ捕獲強化事業（府）の活用と一体化して捕獲事
業を実施し、併せて狩猟免許取得等の支援を行い、捕獲班員の確保を図っ
た。

　集落ぐるみの追い払い活動を支援するため、サルの追い払い資材を支給す
るとともに、研修会の開催、サル位置情報システムの導入及び害獣忌避装置
の効果検証を行った。また、地区や個人が行う防除施設の整備を支援した。

92千円

395千円

府補 鳥獣被害防止緊急捕獲活動支援事業交付金（定額） 25,500千円

府補 有害鳥獣捕獲関係事業費補助金（1/2・定額） 11,408千円

124千円

2,240千円 2,321千円

452千円 4,320千円

71,790千円 5,324千円

繰入金 再編交付金事業基金繰入金 248千円

R2年度 1,381 3,565 19 239 509

合 計 627千円

R3年度 1,348 3,383 3 251 340 5,325 3,723千円

イノシシ シ カ サ ル 小動物 鳥 類

61千円

5,713 3,674千円

355千円 49千円

161千円

成
果
・
課
題

○イノシシ、シカ等を5,000頭以上捕獲することで、鳥獣被害の軽減につ
ながった。捕獲頭数が減少傾向にあるが、引き続き捕獲班員への支援を継
続し、農作物被害等を未然に防止する必要がある。
○追い払い活動、防除施設整備を継続支援することにより、農作物や生活
環境への被害軽減につながった。引き続き、捕獲、防除、さらにエサとな
る不要作物の除去等の啓発が必要である。
○導入したサル位置情報システムを活用し、追い払い活動を支援するとと
もに、超音波式害獣忌避装置の効果検証を継続していく必要がある。

25千円

116千円

20千円



○施設管理運営経費 ＜イノシシ、シカ処理頭数＞ （単位：頭）

・消耗品費、公用車燃料代等

・電気代、電話代

・処理室及びエアコン等修繕、公用車12か月点検整備

・処理室壁面カビ取り委託料

・浄化槽法定検査手数料及び維持管理委託料

・水質検査手数料、貯水槽保守点検委託料

・大腸菌等検査手数料

・火災保険料、自動車保険料

・処理施設運営管理委託料

・施設警備委託料、病害虫防除委託料

・金属検出機等保守点検委託料

・施設用地賃借料

・玄関マット借上料

・複合機購入費及び旧複合機処分費

農林水産部
項 02 林業費

11,507千円 11,608千円 101千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.1 %

目 02 有害鳥獣対策費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

02 猪･鹿肉処理施設運営管理事業
11,608千円

主
な
財
源

諸収入 猪・鹿肉精肉販売代金 1,454千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

　猪・鹿肉処理施設「京たんごぼたん・もみじ比治の里」の維持管
理運営経費

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

11,507千円

518千円 区　分 R元 R２ R3

目
　
的

248千円 合　計 958 986 886

233千円

1,584千円 イノシシ 207 126 51

222千円 シカ 751 860 835

105千円

成
果
・
課
題

　イノシシ、シカを搬入処理することで、捕獲班員の個体埋設労務に対す
る負担を軽減することができた。

15千円

41千円

82千円

11千円

24千円

8,115千円

75千円

234千円



○森林適正整備推進事業費補助金

※補助率：府1/2・市1/10

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

01 森林整備事業

執行率
部 農林水産部

項 02 林業費

709千円 710千円 1千円

99.8 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
農林整備課

事
業 591千円

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

872千円

主
な
財
源

府補 緑の公共事業費補助金（1/2）

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

709千円

実施主体 実施場所 工種 事業量 事業費

目
　
的

　府補助の採択を受けて実施する間伐及び間伐材の搬出に対して補
助金を交付し、森林所有者の負担軽減、健全な森林の造成及び多面
的機能の増進を図る。

成
果
・
課
題

　私有林の間伐実施を支援することにより、森林所有者の負担を軽減する
とともに、健全な森林の造成、多面的機能の増進に寄与した。

補助金

丹後地区
森林組合

網野町磯地内
間伐 2.03ha

1,182千円 709千円
間伐材搬出 83㎥



○要適正管理森林等災害予防事業補助金

※補助率：1/2

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

02 治山･適正管理事業

項 02 林業費

176千円 176千円目 03 森林整備費

事
業

執行率
部 農林水産部

0千円

100.0 %

(参考)当初予算額
農林整備課

176千円

176千円

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

1,350千円

主
な
財
源

府補 要適正管理森林等災害予防事業補助金（1/2）

成
果
・
課
題

　危険木を未然に伐採することにより、立木の倒壊等による人家への被害
防止を図ることができた。

目
　
的

　要適正管理森林の指定地において、森林所有者等が行う災害の予
防措置を支援する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

176千円

実施主体 事業内容 事業費 補助金額

峰山町長岡区 危険木伐採（5本） 352千円



○需用費 ○小規模林道整備支援事業補助金

・林道ミソン谷線、磯砂線 倒木処理、コルゲート修繕等 補助率　：補助対象事業費の10/10

補助上限：原材料又は機械経費のみの場合200千円

○委託料 　　　　　原材料及び機械経費の場合300千円

・丹後縦貫林道維持管理業務委託料

（大鼓山線、奥寄線、大内線、成相線）

・治山・林道積算システム保守管理委託料等

○使用料及び賃借料

・製図支援ソフトウェア使用料

○工事請負費

・丹後縦貫林道大鼓山線長寿命化工事

（碇高原工区）

舗装工　A=493.2㎡、排水構造物工　L=4.5m、法面保護工　A=152㎡

防護柵工　L=56m

（スイス村工区）

舗装工　A=175.3㎡

農林水産部
項 02 林業費

20,912千円 20,920千円 8千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.9 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

03 林道等施設管理事業
14,734千円

主
な
財
源

負担金 丹後縦貫林道維持管理負担金 1,495千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 府補 豊かな森を育てる府民税市町村交付金 5,551千円

　森林機能の確保と森林資源の活用保全に資する森林内作業を容易
にするため、林道の適正な維持管理を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

1,399千円 1,331千円

11,526千円

10,567千円 実施主体 路線名

目
　
的

久美浜町口三谷区 田和谷線 250千円

53千円 久美浜町甲坂区 不動谷線 95千円

補助金額

網野町下岡区 落合線 200千円

959千円 弥栄町中津区 ガクガ谷線 249千円

6,603千円

成
果
・
課
題

○森林整備を行うために必要な林道の適正な維持管理や長寿命化工事を行
い、民有林等の森林整備の実施に寄与するとともに、通行車両等の安全を
確保することができた。
○地区が行う林道等の整備に対して、資材等を支援することで、早期に原
状回復が図られ林道の適正な維持管理と保全ができた。

久美浜町三原区 三原奥山線 250千円

久美浜町神谷区 神谷長谷線 287千円



○需用費（消耗品費）

・アルミナンバープレート、輪尺、仮杭200本、目印テープ

○松くい虫防除委託料（委託先：丹後地区森林組合）

※府補助率：3/4以内（奨励・健全化促進事業）　対象：指定松林等

農林水産部
項 02 林業費

7,712千円 7,715千円 3千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.9 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

04 松くい虫防除事業
8,150千円

主
な
財
源

府補 松くい虫駆防除事業費補助金 4,964千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

　松くい虫被害木を伐採・処分し被害の拡大防止を図るとともに、
健全な松林を被害から守るため、地上散布及び樹幹注入による防除
等を実施する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

47千円

7,665千円

業務区分 事業実施場所 数量等 金額

目
　
的

被害木毎木調査
網野町小浜、掛津、浜詰
丹後町間人、平
久美浜町湊宮

746本 407千円

防除事業（健全化促
進・秋期：樹幹注入）

丹後町間人、平
久美浜町湊宮

184本 2,453千円

防除事業（奨励・春
期：無人ヘリ）

網野町掛津、遊、浜詰 14.0ha 1,702千円

樹幹注入毎木調査
丹後町間人、平
久美浜町湊宮

182本 89千円

成
果
・
課
題

○無人ヘリコプターによる薬剤散布や樹幹注入を行うなど予防作業の実
施、当年枯れの被害木を伐採及び処分し、松枯れ被害の蔓延・拡大防止に
努めた。
○松枯れ被害の多い地区については補植を検討し、海岸沿いの防風林等の
機能確保及び風致景観等の保全に努めなければならない。

防除事業（奨励・秋
期：特別伐倒駆除）

網野町掛津、浜詰
丹後町間人
久美浜町湊宮

746本 2,464千円

緊急伐倒駆除 久美浜町湊宮 1本 550千円



○工事請負費

保育（間伐・作業道開設）工事

※分収契約に基づき、市行造林契約地において計画的に保育施業を実施。

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

05 市行造林事業

項 02 林業費

8,140千円 8,140千円目 03 森林整備費

事
業

執行率
部 農林水産部

0千円

100.0 %

(参考)当初予算額
農林整備課

6,252千円

848千円

1,200m

基本計画

課

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 財産収入 分収林売払収入

8,459千円

主
な
財
源

府補 森林整備費補助金

成
果
・
課
題

　造林地の保育施業を計画的に行うことにより、植林の生長を促進し、財
産価値を確保するとともに、地球温暖化防止など森林の多面的機能の確保
に寄与した。

目
　
的

　市行造林地における植栽木の財産造成と森林機能の確保を図るた
め、計画的な保育及び間伐施業を実施する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

8,140千円

工種 事業実施場所 事業量

間伐・搬出（定性間伐）
網野町郷　地内

6.29ha

作業道開設



○木工教室開催経費 ○工事請負費

令和3年11月3日開催（参加者：12人） ・丹後王国「食のみやこ」森林環境モデル整備工事

・講師謝金（5人） 環境林整備1.3ha、散策歩道開設220ｍ、モミジの植栽（5本）

・材料費

・案内ちらし印刷、新聞折込手数料

○工事委託料

・下常吉区森林作業道整備工事業務委託

森林作業道の開設　95ｍ

○森林保全業務委託料

・森林病害虫被害木緊急伐倒駆除業務委託

被害木の伐倒、玉切り、枝払、運搬、焼却　

網野町浜詰：1,270本

久美浜町湊宮：4本

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

06 豊かな森を育てる事業

執行率
部 農林水産部

項 02 林業費

3,759千円 3,777千円 18千円

99.5 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
農林整備課

事
業

6,222千円

主
な
財
源

繰入金 豊かな森を育てる基金繰入金 3,723千円

36千円基本計画

課

目
　
的

　京都府豊かな森を育てる府民税を財源とした交付金を活用し、森
林の公益的機能の維持増進を図るとともに、府内産材の積極的な利
用を図る。

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 諸収入 木工教室参加料

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

281千円 1,144千円

50千円

99千円

132千円

992千円

1,342千円

成
果
・
課
題

○木工教室の開催により、木材利用の普及促進や森林の多様な重要性につ
いて市民の理解を深める機会の提供ができた。
○森林作業道の整備、森林病害虫の駆除及び環境林の整備により、森林の
公益的機能の維持増進を図ることができた。



○森林環境譲与税基金積立金

（単位：千円）

（参考）基金の状況 （単位：千円）

農林水産部
項 02 林業費

24,814千円 24,814千円 0千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

100.0 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

07 森林環境譲与税基金
24,939千円

主
な
財
源

財産収入 森林環境譲与税基金利子収入 11千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

　森林環境譲与税を財源とし、市内森林の環境整備の着実な実施に
向けて森林環境譲与税基金へ積立を行う。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

24,814千円

令和3年度譲与金 利子収入 事業充当額 積立金額

①

目
　
的

令和2年度末
現　在　高

令和3年度中増減額 令和3年度末
現　在　高繰入金 運用利子 積立金

② ③ ①＋②ー③

24,803 11 0 24,814

成
果
・
課
題

① ② ③ ④ ①ー②＋③＋④

30,518 11,961 11 24,803 43,371



○職員旅費

○需用費（燃料費、印刷製本費）

○役務費（リース車両自動車損害保険料）

○森林環境整備委託料

・森林資源未利用材搬出促進業務委託料

・森林経営管理制度推進業務委託料

・経営管理対象森林境界明確化業務（乗原地区）委託料

・搬出材木質資源化利用促進業務委託料

・チップボイラー現状調査調整業務委託料

○使用料及び賃借料（自動車借上料、有料道路通行料）

農林水産部
項 02 林業費

18,345千円 18,363千円 18千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.9 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

08 森林環境整備事業
25,451千円

主
な
財
源

府補 豊かな森を育てる府民税市町村交付金 3,926千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 繰入金 森林環境譲与税基金繰入金 11,961千円

　森林環境譲与税及び京都府豊かな森を育てる府民税を活用し、森
林経営管理制度を推進するなど、森林の整備及びその促進等の各種
施策により、森林の有する公益的機能の維持増進を図るとともに新
たな森林の経営管理の推進を図る。

繰入金 豊かな森を育てる基金繰入金 2,458千円

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

37千円 ○森林環境整備促進対策事業補助金 8,999千円

事業区分 交付件数 補助金額

目
　
的

危険木の除去：約20本
枯れ松の除去：約300本

8,881千円

　防災減災里山林整備 11件 5,500千円
竹林・里山整備（大宮町５
件、弥栄町3件、峰山町・
網野町・久美浜町各1件）

事業内容

216千円
　森林整備等 3件 2,415千円

間伐材搬出：120㎥
施業路開設：260ｍ

499千円

3,410千円

3,740千円 　森に入る環境づくり 1件 200千円

15千円
　安心安全森づくり 5件 855千円

847千円

成
果
・
課
題

○森林経営管理制度の候補地選定、現況及び境界調査を実施し、経営管理
の推進を図ることができた。
○森林の整備や管理保全などの支援により、森林の有する公益的機能の維
持増進を図ることができた。
○森林資源の搬出促進や資源化業務により、森林資源の有効利用を図るこ
とができた。

197千円

施業路改良：100ｍ

385千円 　森林環境学習の推進 2件 29千円 環境体験学習、ベンチ作成



○豊かな森を育てる基金積立金

（単位：千円）

（参考）基金の状況 （単位：千円）

農林水産部
項 02 林業費

186千円 187千円 1千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.4 %

目 03 森林整備費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

09 豊かな森を育てる基金
0千円

主
な
財
源

府補 豊かな森を育てる府民税市町村交付金 183千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 財産収入 豊かな森を育てる基金利子収入 3千円

　京都府豊かな森を育てる府民税市町村交付金を財源とし、市内森
林整備等の着実な実施に向けて豊かな森を育てる基金へ積立を行
う。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

186千円

令和3年度
市町村交付金

利子収入 事業充当額 積立金額

①

目
　
的

令和2年度末
現　在　高

令和3年度中増減額 令和3年度末
現　在　高繰入金 運用利子 積立金

② ③ ①＋②ー③

9,660 3 9,477 186

① ② ③ ④ ①ー②＋③＋④

6,178 6,181 3 183 183

成
果
・
課
題



○旅費 ○備品購入費

・会議等職員旅費 ・自動給餌機購入

○需用費 ○負担金、補助及び交付金

・事務消耗品費、公用車燃料代、定期点検及び修繕料 ・京都府漁業者育成校「海の民学舎」負担金

・久美浜栽培漁業センターにおける光熱水費及び修繕料 ・京都府漁港漁場協会負担金

・京都府漁業士会補助金

○役務費

・公用車廃タイヤ処分手数料、ETCカード発行手数料

・自賠責保険料、建物等共済分担金

○使用料及び賃借料

・ソフトウェア使用料

・有料道路通行料

○工事請負費

・密漁防止啓発看板設置工事（網野、丹後地内に3か所）

課

不用額 執行率款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

95.8 %

目 01 水産業総務費 (参考)当初予算額

03 水産業費

2,428千円 2,533千円 105千円

部

海業水産課
事
業

50 水産業総務一般経費
2,533千円

主
な
財
源

基本計画

予
算
科
目

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　施設等の適切な維持管理と、水産関係団体への活動支援により、
水産業務の円滑な推進及び水産振興を図る。

農林水産部
項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

7千円 57千円

1,145千円 725千円

452千円 495千円

693千円 200千円

30千円

60千円

3千円

57千円

36千円

26千円

成
果
・
課
題

　京都府漁業者育成校「海の民学舎」の運営をはじめ、水産関係団体の活
動を支援することで、新規漁業就業者や中核的担い手の育成事業、要望・
研修活動等が活発に展開され、漁業振興に寄与することができた。

10千円

398千円



○河川種苗放流事業補助金

種苗放流事業に要する種苗購入費に対して、補助金を交付。

※補助率：補助対象事業費の2/3以内の額

農林水産部
項 03 水産業費

1,352千円 1,361千円 9千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.3 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事
業

01 内水面漁業振興支援事業
1,149千円

主
な
財
源

府補 内水面漁業振興対策事業費補助金（1/3以内） 679千円

基本計画

予
算
科
目

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　内水面漁業協同組合が実施する種苗放流事業を継続的に支援し、
河川等の水産資源の増殖・確保により、内水面漁業の振興を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

1,352千円

実施団体
野間漁業
協同組合

上宇川漁業
協同組合

京都府漁業協同
組合網野支所

放流場所

800尾 － 500尾

マス類 5,000尾 － －

補助金 947千円 329千円 76千円

放
流
魚
種

アユ

野間川 宇川 離湖

補助対象事業費 1,632千円 516千円 129千円

40,400尾 16,000尾 －

ウナギ

成
果
・
課
題

○種苗放流事業の継続的支援により、自然環境の保全と河川資源の維持・
増殖が図られ、水辺のレジャーの振興及び漁業活動の安定に寄与できた。
○漁業協同組合員の減少と高齢化が進行しており、魚道を含む河川の漁場
管理が困難になってきているため、組合員と地域住民等が連携して漁場の
環境保全や資源増殖に取り組む必要がある。

フナ － － 750尾

組合員数 53人 29人 42人



○種苗放流事業補助金

※補助率：補助対象事業費の1/3以内の額

○農山漁村振興交付金事業資金貸付金

農林水産部
項 03 水産業費

9,281千円 9,336千円 55千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.4 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事
業

02 漁業振興支援事業
9,336千円

主
な
財
源

基本計画

予
算
科
目

03 つくり育てる漁業と海業の推進

目
　
的

　漁業者の経営安定と所得向上を図るため、水産資源の増殖・確保
に繋がるアワビ・サザエ等の種苗放流事業を支援する。また、「ま
るっぽ間人プロジェクト推進協議会」へ事業資金を一時的に貸し付
け、漁村資源等を活用した地域振興を支援する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

781千円

実施団体
京都府漁業協同
組合網野支所

京都府漁業協同
組合丹後支所

京都府漁業協同
組合湊支所

放流場所

補助金 269千円 216千円 296千円

放流
魚貝
種

アワビ 9,300個 10,500個 5,100個

サザエ

8,500千円

　間人区などで構成する「まるっぽ間人プロジェクト推進協議会」が国庫補助
事業「農山漁村振興交付金」を活用し実施する地域振興対策の円滑な遂行を支
援するため、事業資金の一時的な貸付を行った。（翌年度全額返還） 成

果
・
課
題

○種苗放流事業を継続的に実施することで、安定した漁業生産活動の確保
に寄与できた。
○事業主体へ農山漁村振興交付金事業資金の貸付を行ったことで、円滑な
事業遂行を支援することができた。

17,900個 9,300個 25,000個

クロダイ － － 10,000尾

日本海 日本海 日本海・久美浜湾

補助対象事業費 807千円 649千円 888千円



○海業振興事業補助金

※補助率：補助対象経費の2/3以内の額（上限200千円）

○地域水産物販路拡大支援事業補助金

※補助率：補助対象経費の2/3以内の額（上限1,000千円）

農林水産部
項 03 水産業費

1,637千円 1,639千円 2千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

99.8 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事
業

03 海業推進事業
3,730千円

主
な
財
源

繰入金 新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染症支え合い基金繰入金 1,000千円

基本計画

予
算
科
目

03 つくり育てる漁業と海業の推進

　「海業推進事業計画」に基づき、海業の取組を推進し、地元水産
物の地産地消・地産来消などの消費拡大や販売促進、漁村地域の活
性化を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

198千円

　漁村の資源を活かし、漁業体験事業やジオ・スポーツ、ジオ・アクティビ
ティ等拠点づくり事業を新たに実施する取組に対して補助金を交付

実施団体 事業内容 補助対象事業費 補助金額

目
　
的

明日の三津と
海を考える会

三津漁港でのシーカ
ヤック等の取り組み拠
点を整備

297千円 198千円

1,439千円

　漁業関係者が組織する宿泊業、飲食業、卸売業の事業者を含んだ団体等が行
う地域水産物の販路拡大、地産来消の取組に対し補助金を交付

成
果
・
課
題

　「海業推進事業計画」に基づき、海業の取組や地域水産物の販路拡大を
支援することで、漁村地域の活性化に寄与できた。

活イカ販路
拡大研究会

活イカの実施期間拡大
のため、漁船に海水ポ
ンプを導入

659千円 439千円

実施団体 事業内容 補助対象事業費 補助金額

塩江あかもく
プロジェクト

新たにあかもくの加工
品を製造

1,505千円 1,000千円



○漁業近代化資金利子補給金

　・漁業近代化一般融資分

　　　法人1件、生産組合1件、個人4件

○漁業災害復旧資金利子補給金

　・漁業災害復旧資金融資分

　　　法人1件、生産組合2件、個人1件

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

04 利子補給助成事業

執行率
部 農林水産部

項 03 水産業費

285千円 311千円 26千円

91.6 %

目 02 水産業振興費 (参考)当初予算額
海業水産課

事
業

基本計画

課

03 つくり育てる漁業と海業の推進

311千円

主
な
財
源

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

102千円

183千円

成
果
・
課
題

　漁業者等が借り入れた漁業近代化資金及び漁業災害復旧資金に対して利
子補給を行うことで、漁業者の投資負担の軽減につながった。

目
　
的

　漁業者等が借り入れた漁業近代化資金等に対する支払利子の一部
を助成することにより、漁業等を営む者の資金調達を円滑化し、経
営の安定化と成長の促進を図る。



○委託料

・間人漁港内倒木処理業務

・浅茂川漁港泊地漂流漂着物回収業務

○修繕料 ・遊漁港漂着物回収業務

・浅茂川漁港・浜詰漁港係船環修繕 ・旭漁港漂流木等撤去業務

・三津漁港・竹野漁港滑り材修繕 ・京丹後市漁港内漂流・漂着物巡回点検・回収処理業務

・旭漁港側溝修繕 ・浅茂川漁港区域内草刈等業務

・袖志漁港沖防波堤標識灯修繕 ・間人漁港指向灯保守点検業務

・浜詰漁港（夕日泊地）第3防波堤標識灯修繕 ○工事請負費

・浜詰漁港（夕日泊地）第1防波堤標識灯修繕 ・浅茂川漁港附帯施設維持管理工事

・浜詰漁港（夕日泊地）第1防波堤標識灯修繕 潮位板設置　N=1基

・間人漁港西沖防波堤簡易標識灯修繕 ○原材料費

・浅茂川漁港荷捌所周辺側溝修繕 ・潮位板（浅茂川漁港設置用）

・間人漁港指向灯ベントフィルター取替

・間人漁港ステンレス製侵入防止柵修繕

・浜詰漁港（塩江泊地）船揚場修繕

・間人漁港旧荷捌き所周辺側溝修繕

・間人漁港側溝修繕

・砂方漁港船揚場滑り材修繕

農林水産部
項 03 水産業費

5,916千円 6,062千円 146千円

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額

97.5 %

目 03 漁港管理費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

海業水産課
事
業

01 漁港維持管理事業
3,791千円

主
な
財
源

基本計画

予
算
科
目

03 つくり育てる漁業と海業の推進

　漁港施設の維持補修及び施設用地の管理を行い、漁業者の安全・
安心な漁業活動を確保する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　漁船の安全な航行に必要な標識灯の修繕や、漁業活動に支障が生じている漁
港施設の維持修繕を実施した。また、浅茂川漁港環境施設用地の維持管理と間
人漁港の指向灯の点検業務を実施した。

2,814千円

255千円

650千円

2,267千円 103千円

目
　
的

88千円 220千円

328千円 748千円

242千円 748千円

421千円 79千円

203千円 1,372千円

71千円 135千円

28千円

159千円

129千円

234千円 87千円

49千円

19千円

成
果
・
課
題

○漁港施設の維持修繕により、漁業者の安全・安心な漁業活動が維持でき
た。
○漁港内の安全性の確保及び漁業活動を維持するため、必要性・緊急性を
考慮しながら維持管理を実施する必要がある。

197千円

87千円

12千円



○工事請負費

・間人漁港弁天島簡易標識LED取替工事

標識灯更新　N=2基

・浜詰漁港（夕日泊地）第1防波堤標識灯更新工事

（1基）標識灯更新　N=1基

・間人漁港照射灯配電盤移設工事

・浜詰漁港（塩江泊地）泊地浚渫工事

泊地浚渫工　V=60㎥

・砂方漁港船揚場崩土撤去工事

・砂方漁港背後地法面保護工事

・浜詰漁港（夕日泊地）係船環設置工事

・蒲井漁港野積場改修工事

野積場改修（砕石舗装）　A=20㎡

・浅茂川漁港漁具保管修理施設用地修繕工事

漁具保管修理施設用地修繕（砕石舗装）　A=200㎡

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

02 漁港整備事業

項 03 水産業費

10,032千円 10,049千円目 03 漁港管理費

事
業

執行率
部 農林水産部

17千円

99.8 %

(参考)当初予算額
海業水産課

463千円

7,200千円

222千円

145千円

168千円

基本計画

課

03 つくり育てる漁業と海業の推進 市債 漁港施設整備事業債（過疎対策債）

11,600千円

主
な
財
源

分担金 漁港整備事業分担金

成
果
・
課
題

○漁業活動に必要となる漁港施設の整備により、漁業者が安全・安心で効
率的な漁業活動を営むことができた。
○漁港の利用状況により補助対象外となる施設について、維持管理・老朽
化対策が課題となっている。

97千円

148千円

目
　
的

　漁港施設をより効果的に利用するための整備を行い、安全・安心
で効率的な漁業活動を確保する。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　漁船の安全な航行に必要な標識灯の更新や、漁業活動に支障が生じている漁
港施設の維持修繕を実施した。また、漁業活動の効率を上げるとともに漁業者
の安全・安心な作業環境の整備を図るため、泊地内の浚渫工事を実施した。

10,032千円

1,210千円

5,592千円

878千円

1,572千円



○工事請負費

・浜詰漁港（夕日泊地）航路浚渫工事

浚渫工　V=870㎥

予
算
科
目

款 06 農林水産業費 本年度決算額 最終予算額 不用額

03 水産物供給基盤機能保全事業

執行率
部 農林水産部

項 03 水産業費

10,008千円 10,008千円 0千円

100.0 %

目 03 漁港管理費 (参考)当初予算額
海業水産課

事
業 167千円

6,666千円基本計画

課

03 つくり育てる漁業と海業の推進 府補 水産物供給基盤機能保全事業費補助金（2/3）

10,000千円

主
な
財
源

分担金 水産物供給基盤機能保全事業分担金

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　機能保全計画（平成27年度策定）に基づき、浜詰漁港（夕日泊地）航路浚渫
工事を実施した。

10,008千円

成
果
・
課
題

　機能保全計画に基づき計画的な工事実施により、漁港施設の長寿命化を
図った。

目
　
的

　漁港施設の調査・機能診断を踏まえた機能保全計画を策定し、同
計画に基づいた保全工事を実施することで、施設の長寿命化と維持
更新コストの縮減を図る。



○職員時間外勤務手当

○需用費

○使用料及び賃借料 ・繰越工事等の内訳

○委託料（災害測量設計業務　10業務）

○工事請負費（補助災害）

※令和3年度工事完成は、農地1か所

○小規模災害復旧事業

課

不用額 執行率款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

29.7 %

目 01 農地･農業用施設災害復旧費 (参考)当初予算額

01 農林水産業施設災害復旧費

27,082千円 91,131千円 64,049千円

部

基本計画 02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興 府補 農地･農業用施設災害復旧費補助金 3,375千円

農林整備課
事
業

01 農地･農業用施設災害復旧事業
0千円

主
な
財
源

分担金 農地･農業用施設災害復旧費分担金 9千円

予
算
科
目

農林水産部
項

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　令和3年災害により被災した農地及び農業用施設について、従前の機能を早
期に復旧することにより、農業経営の安定と農地の多面的機能を確保した。 参考

繰越明許費を除いた最終予算額 29,032千円

実質的な予算執行率 93.2%

目
　
的

　災害復旧事業を実施し、豪雨により被災した農地及び農業用施設
の機能回復を図る。

市債 農地･農業用施設災害復旧事業債 1,800千円

1,085千円

110千円

8 峰山町

8,279千円

地　域 箇所

216千円 ■令和4年度への繰越事業（令和5年3月完了予定） 62,099千円

6,920千円 事業区分 箇所 地　域 箇所 地　域 箇所

10,472千円 補助災害工事 小規模災害復旧事業支援補助金

農　　地 3 2,130 農業用施設 9 大宮町 3 弥栄町 6

4 丹後町 3事業区分 箇所 金額（千円） 農　　地

農業用施設 2 4,790 合　　計 17 網野町 7 久美浜町

金額（千円） 地　域 箇所 金額（千円）

3

合　　計 5 6,920 合　　計 26

成
果
・
課
題

　令和3年災害により被災した農地や農業用施設の機能回復を図ることがで
き、農家の経営安定につながった。

峰山町 15 2,956 丹後町 3 1,126        

大宮町 3

合　　計 46 8,279

900 弥栄町 5 649

網野町 5 1,195 久美浜町 15 1,453



○小規模災害復旧事業支援補助金

農林水産部
項 01 農林水産業施設災害復旧費

3,821千円 4,360千円 539千円

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

87.6 %

目 01 農地･農業用施設災害復旧費 (参考)繰越予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

01 農地･農業用施設災害復旧事業（繰越）
4,360千円

主
な
財
源

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

　災害復旧事業を実施し、豪雨により被災した農地及び農業用施設
の機能回復を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　令和2年災害により被災した農地及び農業用施設について、従前の機能を
早期に復旧することにより、農業の再生産活動を進め農業経営の安定と農地
の多面的機能を確保した。

3,821千円

地　域 箇所 金額（千円） 地　域

目
　
的

大宮町 4 1,021 弥栄町 4 892

箇所 金額（千円）

峰山町 1

　令和2年災害により被災した農地や農業用施設の機能回復を図ることがで
き、農家の経営安定につながった。

網野町 3 705 久美浜町 1 221

40 丹後町 4 942

合計 17 3,821

成
果
・
課
題



○職員旅費

○需用費

○委託料（災害測量設計業務　2業務） ・繰越工事等の内訳

○工事請負費（維持補修費）

・人家裏倒木撤去（丹後町1か所）

○工事請負費（災害復旧）

・林道奥寄線災害復旧工事（前払い金）

土工 N=1式　法面保護工 A=635.4㎡　擁壁工（根継工） V=0.8㎥

補強盛土工 A=1115.5㎡　排水構造物工 N=1式　舗装工 A=9.5㎡

○原材料費

農林水産部
項 01 農林水産業施設災害復旧費

14,079千円 52,013千円 37,934千円

款 11 災害復旧費 本年度決算額 最終予算額

27.0 %

目 02 林業用施設災害復旧費 (参考)当初予算額
課

不用額 執行率
部

農林整備課
事
業

01 林業用施設災害復旧事業
0千円

主
な
財
源

府補 林業用施設災害復旧費補助金 1,732千円

基本計画

予
算
科
目

02 ６次産業化・ブランド化で農林業を振興

　災害復旧事業を実施し、豪雨により被災した林業業用施設の機能
回復を図る。

主
要
な
事
務
・
事
業
の
概
要

　令和3年災害により被災した林業用施設について、従前の機能を早期に復旧
することにより森林環境の保全を図った。また、各地区が実施する林業用施設
の災害復旧工事に対して補助金を交付した。 参考

繰越明許費を除いた最終予算額 14,146千円

実質的な予算執行率 99.5%

目
　
的

事業区分 箇所 地　域 箇所 地　域 箇所

7千円

4千円 ■令和4年度への繰越事業（令和5年3月完了予定） 37,867千円

3,465千円

182千円 補助災害工事 小規模災害復旧事業支援補助金

3

合計 2 大宮町 1 久美浜町 3

8,060千円 林業用施設 2 峰山町 3 弥栄町

丹後町 2 合計 12

2千円

○小規模災害復旧事業支援補助金 2,359千円

成
果
・
課
題

　豪雨により被災した林業用施設の復旧工事を実施し、民有林等の森林整
備の実施に寄与するとともに、通行車両等の安全確保ができた。

地　域 箇所 金額（千円） 地　域 箇所 金額（千円）

峰山町 3 900 弥栄町 1

丹後町 1 170           合計 12 2,359

125

大宮町 1 398 久美浜町 6 766


